
「演習と応用　関数論」　正誤表（第 1刷対応）

[1] 20p，下から 12行目，|f(z) − f(z0)|で f を加える．

[2] 27p, 上から 8行目，∆u = uxx + uyy = 6x− 6x = 0と yを uと変更する．

[3] 44p，上から 5行目，「複素平面全体」を「複素数平面全体」へ変更.

[4] 61p，上から 1行目，「複素積分の実積分への利用（１）」の（１）を取る.

[5] 66p，上から 1行目，「複素積分の実積分への利用（２）」の（２）を取る.

[6] 66p，下から 5行目，「（定理５）」を「（定理９）」へ変更.

[7] 76p，下から 2行目，1
z
+ c2

z2 + c3

z3…　を 1
z

+ c
z2 + c2

z3…　へ変更（cの指数を 1つ減らす．）

[8] 102p，上から 9行目，「最大最小値原理」を「最大最小値の原理」へ変更.

[9] 102p，下から 10行目，「（5.1節，定理５参照）」を「（5.1節，定理９参照）」へ変更.

[10] 153p，右上から 9行目，（C-R方程式）を取り「コーシー・リーマンの方程式　 24」と
する．

[11] 153p，右上から 14行目，「最大最小値原理　 102」を「最大最小値の原理　 102」へ変更.

[12] 154p，左上から 7行目，「z0 で連続」を「連続　 19」と変更し「ら行 155p左」へ移動
させる．


